
老
朽
原
発
で
も

あ
っ
た
東
電
福
島

原
発
の
事
故
の
反

省
か
ら
生
ま
れ
た

「
原
発
は
40
年
で

廃
炉
」
と
い
う
40

年
ル
ー
ル
。
こ
の

ル
ー
ル
に
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会

が
認
め
れ
ば
、
1

回
に
限
り
20
年
の

運
転
延
長
が
で
き

る
と
い
う
例
外
規
定
が
あ

り
ま
す
。

け
れ
ど
、
世
界
で
閉
鎖
さ

れ
た
原
発
の
平
均
寿
命
は

24
・
７
年
。
今
あ
る
最
も

古
い
原
発
は
47

歳
。
40
歳

を
超
え
て
い
る
高
浜
原
発

１
・
２
号
機
の
20

年
運
転

延
長
は
バ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア

で
す
。

20

年
延
長
し
て
も
、
途

中
で
閉
鎖
さ
れ
る
ア
メ
リ

カ
の
老
朽
原
発
。
ア
メ
リ

カ
で
は
、
20

年
の
延
長
を

許
可
さ
れ
た
原
発
が
、
20

年
も
も
た
ず
に
次
々
に
閉

鎖
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
の
古
い
設

計
の
原
発
は
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。

多
く
の
電
力
会
社
が
、
巨

額
を
投
資
し
て
改
修
し
、

使
い
続
け
る
こ
と
よ
り
も
、

閉
鎖
す
る
こ
と
を
経
営
判

断
し
た
。

オ
イ
ス
タ
ー
ク
リ
ー
ク

原
発
で
は
、
と
り
か
え
の

き
か
な
い
原
子
炉
圧
力
容

器
に
問
題
が
起
こ
り
、
10

年
の
期
限
を
残
し
て
２
０

１
９
年
の
閉
鎖
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

圧
力
容
器
に
ヒ
ビ
が
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
原
発

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
ス
イ
ス
に
は
、
現
存

す
る
世
界
最
古
の
原
発
で

あ
る
ベ
ツ
ナ
ウ
原
発
が
あ

り
、
今
年
で
運
転
開
始
47

年
。
現
在
は
、
原
子
炉
圧

力
容
器
に
ヒ
ビ
が
入
り
、

運
転
停
止
中
で
す
。

ベ
ル
ギ
ー
の
ド
ー
ル
原
発

３
号
機
で
は
、
や
は
り
原

子
炉
圧
力
容
器
に
１
万
本

以
上
の
ヒ
ビ
。
ま
た
、
同

じ
く
ベ
ル
ギ
ー
の
テ
ィ
ア

ン
ジ
ュ
原
発
の
原
子
炉
圧

力
容
器
も
ヒ
ビ
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
上
記
２
機
の

原
子
炉
圧
力
容
器
の
ヒ
ビ

は
最
大
で
18

セ
ン
チ
だ
そ

う
で
す
。

原
子
炉
は
放
射
能
で
い
っ

ぱ
い
。
だ
か
ら
、
圧
力
容

器
で
し
っ
か
り
守
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

圧
力
容
器
自
体
が
壊
れ
れ

ば
重
大
事
故
に
な
り
ま
す
。

日
本
原
子
力
発
電
（
原

電
）
は
24

日
、
来
年
11
月

に
運
転
開
始
か
ら
40
年
を

迎

え

る

東

海

第

二

原

発

（
茨
城
県
、
１
１
０
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
、

20
年
間
の
運
転
延
長
を
原

子
力
規
制
委
員
会
に
申
請

し
た
。
運
転
延
長
は
こ
れ

ま
で
、
関
西
電
力
高
浜
原

発
１
、
２
号
機
と
美
浜
原

発
３
号
機
（
い
ず
れ
も
福

井
県
）
で
認
め
ら
れ
て
い

る
。
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
と
同
じ
沸
騰
水
型
の

原
発
で
の
申
請
は
初
め
て
。

福
島
第
一
原
発
事
故
後

の
法
改
正
で
、
原
発
の
運

転
期
間
は
原
則
40

年
に
な

り
、
規
制
委
が
認
め
れ
ば

20
年
間
の
運
転
延
長
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当

時
の
民
主
党
政
権
は
、
延

長
を
「
極
め
て
例
外
的
」

と
説
明
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
延
長
が
申
請
さ
れ
た

２
原
発
３
基
は
い
ず
れ
も

認
可
さ
れ
て
い
る
。

東
海
第
二
が
再
稼
働
す

る
た
め
に
は
、
規
制
委
が

運
転
延
長
を
認
め
る
ほ
か

に
も
、
新
規
制
基
準
に
基

づ
い
た
審
査
で
「
適
合
」

と
判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
規
制
委
は
こ
れ
ま
で

に
想
定
さ
れ
る
津
波
の
高

さ
な
ど
、
新
基
準
に
適
合

す
る
か
ど
う
か
の
審
査
を

ほ
ぼ
終
え
て
お
り
、
年
明

け
に
も
「
適
合
」
の
判
断

が
示
さ
れ
る
見
通
し
。

住
民
の
安
全
よ
り
経
営

優
先
で
東
海
第
二
原
発
を

再
延
長
す
る
べ
き
で
な
い
。

細胞力は酵素の力で

～見えない細胞力 働いてくれてのおかげさま～

元気なおじいさん、おばあさん。
組み体操もできない、ひ弱な子どもたち。小さい

時から外遊びをすれば、たくましい体に育つといわ
れるが、公園は老人天国でボール遊びも禁止。

静かにゲームに熱中するしかない。大丈夫でしょ

うか、将来の子どもたちの体は。
日本の主食「お米の力」と、自然エネルギーがいっ

ぱいの「朝の力（太陽）」を借りよう。

細 胞
我々の生命を育む力は、細胞が持つ生命力で支え

られている。細胞は「核・細胞質・細胞膜」で構成
され懸命に働いている。

●タンパク質を作って運ぶ。●エネルギーを生み出
す。●ごみを分解して捨てる。●恒常性を保つ―等

そのおかげで毎日、口が動いてよくしゃべり、手

が動いて料理が作れて、足を動かせ運動もできる。

ミトコンドリアに酵素がイッパイ
長い年月、元気に過ごせているのは、生きるため

に必要なエネルギーをミトコンドリアが作ってくれ

ている。
そのミトコンドリアには「酵素が」溶け込んでい

て、細胞に入ってきた栄養素を分解してくれる。

肝臓や筋肉、神経のようなエネルギー代謝の盛ん
な細胞ほど、ミトコンドリアが多く「酵素」もいっ

ぱいです。

色んな物を分解する「酵素」
細胞内でいらなくなった物質を処分してくれるの

が「リソソーム」と呼ばれる小さな袋。
この袋の中にもたくさんの強力な酵素が詰まって

おり、白血球が取り込んだ細胞やそのほかの異物、
毒物などが「リソソーム」（酵素）で分解される。

酵素がよろこぶ環境づくり
細胞はどんな時にも我々の生命を支え、つないで

くれている。

―イキイキ元気な細胞力を連れるには―
〇バランスの良い食事/〇適度な運動/〇良質な睡眠

よろこびイッパイのの生活、細胞内で働く酵素た

ちの、笑いあふれる環境づくりが大切。

日本の伝統食
昔からにほんの食卓には発酵食品がいっぱい!。

醤油・味噌・納豆やらっきょう、甘酒もそのひとつ。
冬=温めて飲んで身体がポカポカ。

夏=夏バテを乗り切る特効薬。

酵素で腸を活性化しよう!!
腸には大きく分けて善玉菌、悪玉菌、日和見菌が

います。
悪玉菌の数が適度に保たれて腸内環境は抜群によ

くなります。
自ら酵素を出す善玉菌を増やし、日和見菌を味方

につけることが重要です。
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こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

２
０
１
８
年

１
月
６
日

県
春
闘
年
次
総
会

13
時
30
分

春
闘
旗
開
き

18
時

サ
ン
ビ
ル
７
階
大
ホ
ー
ル

17
日

組
織
担
当
者
会
議

18
時
15
分

盛
岡
労
連
幹
事
会

20
時

お
で
っ
て
３
階

特
別
会
議
室

20
日

建
交
労
本
部
新
年
旗
開
き

21
日

建
交
労
本
部
春
闘
学
習
会

上
田
公
民
館

９
時

24
日

い
わ
て
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

盛
岡
地
区
支
部
第
18
回
定
期
大
会

２
月
２
日

盛
岡
地
区
春
闘
共
闘
年
次
総
会

18
時
15
分

勤
労
福
祉
会
館

４
階
４
０
１
・
４
０
２
号

憲
法
学
習
会

上
山
弁
護
士

「
安
倍
改
憲
の
ね
ら
い
」

懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

４
日

（
日
）
11
時
～
17
時

第
19
回
東
日
本
地
本
代
表
者
会
議

東
日
本
本
部
上
野
事
務
所

２
０
１
８
春
闘
盛
岡
地
区
総
行
動

全
労
連
春
闘
方
針
で
は

「
２
月
を
地
域
総
行
動
月
間
」
と
す
る

・
２
月
21
日
予
定

※
い
わ
て
労
連
と
協
議

朝

宣
伝
行
動

昼

社
会
保
障
改
悪
反
対
街
頭
宣
伝
゜

日
中

労
務
局
、
経
営
団
体
要
請
行
動

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
安
全
・
安
定
輸
送
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
在
来
線
が

危
機
的
状
況
で
す
が
、
一
方
で
リ
ニ
ア
に
国
費
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

赤
字
路
線
廃
止
で
な
く
国
鉄
「
分
割
・
民
営
か
ら
の
30
年
」
の
現
状
を

正
し
く
検
証
し
総
括
す
る
こ
と
が
い
ま
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
が
決
定
し
た
２
０
１
８
年
度
の
政
府
予
算
案
は
、
国
民
の

暮
ら
し
に
冷
た
く
、
富
裕
層
・
大
企
業
を
優
遇
す
る
政
治
で
貧
困
と
格

差
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
９
条
改
憲
策
動
に
合
わ
せ
て
、
い

よ
い
よ
本
格
的
に
歯
止
め
な
き
大
軍
拡
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
重
大
な

予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
改
悪
を
阻
止
す
る
た
め
、
３
０
０
０
万
、
署
名
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

執
行
委
員
長

須
藤
清
成

２
０
１
７
年
12
月
８
日

岩
手
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
ア
イ
―
ナ
）
に
お
い

て
、
東
北
５
県
（
山
形

が
欠
席
）
12
名
の
参
加

で
１
年
の
総
括
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

総
括
の
中
で
、
組

織
が
若
干
後
退
し
て

い
る
が
、
拡
大
が
進

ん
で
い
る
県
も
あ
る
。

東
北
の
現
状
を
正
し
く

分
析
し
手
を
打
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
組
織

が
低
下
す
る
の
は
、
会

議
が
出
来
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
地
協
が
一

歩
踏
み
こ
む
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
協
の
役
割
と
し
て
、

話
し
合
う
会
議
を
持
つ

こ
と
に
な
っ
た
。

「
憲
法
九
条
を
め
ぐ

る
情
勢
」
と
題
し
て
、

植
山
信
一
弁
護
士
を
招

き
学
習
会
も
行
っ
た
。

改
正
論
者
は
北
朝
鮮
、

中
国
を
出
し
て
、
国
民

に
感
情
に
訴
え
て
い
る
。

自
衛
隊
を
憲
法
に
入
れ

な
く
て
も
、
安
保
法
制

の
制
定
で
充
分
で
き
る
。

憲
法
９
条
改
悪
を
阻
止

す
る
闘
い
。

発
議
を
阻
止
す
る

こ
と
が
今
必
要
で
あ

る
。
憲
法
、
特
に
９

条
に
対
す
る
理
解
を

広
げ
る
。
９
条
「
加
憲
」

の
問
題
点
に
対
す
る
理

解
を
広
げ
、
３
０
０
０

万
、
署
名
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
。

建
交
労
東
北
地
方
会
議

２
０
１
７
～
２
０
１
８
総
会



須
藤
委
員
長
は
挨
拶
で
、

国
鉄
の
「
分
割
・
民
営
化
」

か
ら
30
年
が
経
過
し
、
安

全
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、

Ｊ
Ｒ
各
社
で
公
共
性
確
保

の
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

貨
物

に
お
け
る
労
働
条
件
低
下

は
深
刻
で
、
若
い
社
員
が

会
社
を
辞
め
て
い
る
。
総

選
挙
で
自
公
政
権
が
圧
勝

し
た
。
今
後
、
憲
法
問
題

な
ど
厳
し
い
情
勢
で
あ
る

が
、
３
０
０
０
万
署
名
を

成
功
さ
せ
前
進
し
ょ
う
。

来
賓
と
し
て
全
国
鉄
道

本
部
・
東
日
本
本
部
下
山

書
記
長
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
社
に
見
切
り
を

付
け
退
職
す
る
社

員
が
多
発
す
る

乗
務
員
は
、
要
員
が
ギ

リ
ギ
リ
で
、
誰
か
が
休
め

ば
、
休
み
が
取
れ
な
い
状

態
で
、
特
休
が
買
い
上
げ

さ
れ
て
い
る
。
冠
婚
葬
祭

も
休
み
が
取
れ
ず
仕
事
明

け
で
出
席
す
る
こ
と
が
多

い
。
列
車
は
密
度
が
濃
く

仕
事
は
大
変
で
あ
り
、
要

員
不
足
で
す
。
早
め
の
対

策
が
大
事
で
す
。

現
場
で
は
、
若
い
人
は

酒
は
飲
ま
な
い
。
タ
バ
コ

は
吸
わ
な
い
。
交
流
し
な

い
一
人
で
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
若

者
と
交
流
す
る
場
を
持
ち

た
い
。

総
鉄
出
向
場
所
の
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
で
は
、
入

換
乗
務
員
が
急
き
ょ
辞
め

た
の
で
70
歳
を
過
ぎ
て
も

現
役
で
働
い
て
い
る
。
高

齢
者
を
使
う
な
ら
そ
の
人

に
あ
っ
た
仕
事
を
。

組
織
拡
大

厳
し
い
情
勢
の
中
、
２

名
の
組
織
拡
大
が
出
来
た

の
は
素
晴
ら
し
い
。
組
合

に
共
感
し
て
加
入
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
私

た
ち
も
組
織
拡
大
に
取
り

組
も
う
。

「
30
年
を
検
証
」

講
演

下
山
書
記
長
か
ら
、

国
鉄
の
「

分
割
・
民
営

化
」
か
ら
30

年
を
迎
え

て
も
う
け

優
先
・
人
減

ら
し
合
理

化
で
安
全
・

安
全
輸
送

が
軽
視
さ
れ

て
き
た
。

内
部
留

保
が
あ
る
本

州
旅
客
会
社
、

儲
け
は

株
主
に
配
当
。

民
営
・

分
割
当
時
の
赤
字
24

兆
は

現
在
17
兆
残
っ
て
い
て
国

民
負
担
で
す
。
儲
け
は
赤

字
に
補
填
す
る
べ
き
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
は
進

で
い
る
が
、
政
府
は
リ
ニ

ア
に
巨
額
な
投
資
の
支
援
。

30
年
を
検
証
し
国
民
に
訴

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

講
演
。
そ
の
後
17
名
参
加

者
で
Ｏ
Ｂ
と
楽
し
く
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
改
正
の
概
要

１
．
コ
ン
テ
ナ
列
車

(1)
顧
客
要
望
に
よ
る
新
規

定
型
販
売
案
件

①
関
西☟

東
北
間
積
合

せ
貨
物
専
用
列
車

②
関
東☟

九
州
間
自
動

車
部
品
輸
送

(2)
輸
送
力
の
増
強

①
福
山
レ
ー
ル
エ
ク
ス

プ
レ
ス
号
の
輸
送
力
増
強

②
関
東
発
九
州
向
け
輸

送
力
増
強

③
土
砂
輸
送
に
お
け
る

発
生
土
の
増
加
に
伴
う
輸

送
力
増
強

(3)
輸
送
体
系
の
見
直
し
に

よ
る
収
益
力
の
向
上

①
収
益
性
が
低
い
幹
線

系
列
車
グ
ル
ー
プ
の
輸

送
改
善

②
フ
ィ
ー
ダ
ー
列
車
の

見
直
し

(4)
拠
点
の
見
直
し

①
駅
の
見
直
し

②
Ｏ
Ｒ
Ｓ
の
収
支
改
善

(5)
列
車
の
速
達
化

(6)
翌
日
配
達
圏
の
拡
大

２
．
車
扱
列
車

(1)
セ
メ
ン
ト
列
車
の
見
直

し
(2)
運
転
日
精
査
に
よ
る
石

油
列
車
の
見
直
し

３
．
業
務
の
効
率
化

ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
、

各
支
社
で
業
務
の
改
善
・

効
率
性
を
高
め
、
輸
送
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
。

４
．
設
備
投
資

機
関
車

６
両
（
Ｗ
Ｅ
２
１
０
：
２

両
、
Ｄ
Ｄ
２
０
０
：
１
両

（
試
作
車
）
、
Ｈ
Ｄ
３
０

０
：
３
両
）

コ
ン
テ
ナ
車
４
４
２
両

（
コ
キ
１
０
７
）

コ
ン
テ
ナ
４
０
０
０
個

（
19
Ｄ
：
２
６
０
０
個
、

19
Ｇ
：
１
４
０
０
個
）

５
．
列
車
計
画
規
模

コ
ン
テ
ナ
列
車
１
７
９
・

８
千
キ
ロ
/
日

車
扱
列

車
１
０
・
５
千
キ
ロ
/
日

合
計
１
９
０
・
３
千
キ

ロ
/
日

列
車
計
画
キ
ロ
（
１
日

あ
た
り
）
は
現
行
と
比
較

し
て
、
コ
ン
テ
ナ
列
車
１
，

０
５
３
㎞
減
、
車
扱
列
車

11
㎞
減
、
合
計
１
０
６
４

㎞
減

６
．
ダ
イ
ヤ
改
正
日

２
０
１
８
年
３
月
17
日

（
土
）
グ
ル
ー
プ
改
正

組
合
は
、
単
純
に
不
採

算
（
赤
字
）
列
車
だ
か
ら

と
い
っ
て
廃
止
す
れ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

赤
字
列
車
を
黒
字
に
す
る

よ
う
な
経
営
努
力
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
の
鉄
道
貨

物
輸
送
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

会
社
は
、
鉄
道
貨
物
輸

送
の
役
割
や
公
共
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

が
深
刻
な
中
長
距
離
中
心

の
輸
送
体
系
を
構
築
し
て

い
く
。

具
体
的
な
要
員
配
置
は

支
社
単
位
と
な
る
が
、
全

体
で
３
～
８
名
減
と
な
る
。

組
合
は
、
全
国
の
職
場

で
要
員
不
足
が
深
刻
な
事

態
と
な
っ
て
い
る
中
、
嘱

託
運
転
士
が
多
数
と
な
る

職
場
も
増
え
て
く
る
。
嘱

託
社
員
は
１
人
区
で
は
な

い
と
い
う
考
え
（
0.9
人
）

を
会
社
も
示
し
て
お
り
、

基
準
人
員
を
増
や
す
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
出
来
な

い
場
合
は
現
在
員
措
置
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

改
正
時
に
マ
イ
ナ
ス
要
員

で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

組
合
は
、
今
回
の
提
案
・

説
明
で
の
論
議
は
不
十
分

で
あ
る
た
め
、
改
め
て
解

明
等
申
し
入
れ
を
行
う
こ

第19回

建交労鉄道岩手地方本部
定期大会

100号 建交労鉄道岩手地本新聞 2017年12月25日100号 建交労鉄道岩手地本新聞 2017年12月25日

「
と
っ
て
お
き
の
」

建
交
労
鉄
道
岩
手
地
本
新
聞
１
０
０
号
を
記

念
し
て
、
東
日
本
本
部
よ
り
「
と
っ
て
お
き
の
」

特
別
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
初
の
ニ
ュ
ー
ス
発
行
は
不
定
期
で
し
た
が
、

５
年
程
前
か
ら
毎
月
一
度
発
行
す
る
よ
う
に
な

り
１
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
「
建
交

労
本
部
か
ら
」
２
度
ほ
ど
努
力
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
特
別
賞
び
ゅ
う
商
品
券
を
い
た

だ
き
こ
れ
で
、
地
酒
を
購
入

し
自
分
自
身
に
ご
苦
労
さ
ん

ま
だ
頑
張
っ
て
ね
、
と
独
り

言
を
言
い
な
が
ら
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
充
実
し
た
紙
面
に

し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
・
２
０
１
８
年
３
月

ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
を
提
案

鉄
道
岩
手
地
方
本
部
第
19
回
大
会
が
11
月
19
・
20
日
、
八
幡
平
タ
イ
ツ
で
東
日

本
本
部
下
山
書
記
長
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
Ｏ
Ｂ
も
傍
聴
し

て
頂
き
、
貨
物
会
社
、
盛
岡
総
鉄
ロ
ジ
子
会
社
の
現
状
等
問
題
点
を
共
有
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
、
恒
例
の
組
合
員
、
Ｏ
Ｂ
交
流
会
を
開
催
す
る
前
に
、
「
分
割
・

民
営
化
」
か
ら
30
年
を
検
証
す
る
と
題
し
て
、
下
山
書
記
長
か
ら
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会社名 回答日 支払月数 支払日 平均支払額 基準内賃金 17夏季 年間合計

北海道 11/29 2.025 12/14 519199 256395 2.02 4.045

東日本 11/16 3.18 12/4 1083000 340567 2.91 6.090

東 海 11/8 3.00 12/11 961500 320500 3.05 6.050

西日本 3/15 2.72 12/8 861195 316616 2.72 5.440

四 国 11/24 2.29 12/8 619000 272726 4.580 4.580

九 州 11/24 2.53 12/8 5.110 5.110

貨 物 11/17 1.64 12/8 438323 267270 1.600 3.240

会
社
の
提
案
・
説
明
で
、
年
３
月
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
は
、
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル
ー

プ
中
期
経
営
計
画
２
０
２
１
」
に
お
け
る
初
め
て
の
改
正
で
あ
り
、
商
品
力
の
向

上
や
鉄
道
事
業
の
収
支
改
善
を
実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
中
長
距
離
中
心
の
輸
送

体
系
へ
の
移
行
を
目
指
し
、
幹
線
系
の
不
採
算
列
車
グ
ル
ー
プ
や
フ
ィ
ー
ダ
ー
列

車
の
見
直
し
・
再
編
を
行
い
、
収
益
性
の
向
上
を
図
る
。

こ
の
提
案
・
説
明
に
対
し
組
合
は
、
中
期
経
営
計
画
２
０
２
１
で
鉄
道
事
業
の

黒
字
継
続
を
目
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
提
案
を
見
る
限
り
新
規
列
車

や
輸
送
力
増
強
列
車
は
あ
る
も
の
の
、
赤
字
列
車
の
統
廃
合
な
ど
列
車
計
画
規
模

は
減
少
し
て
お
り
、
鉄
道
事
業
の
黒
字
を
継
続
す
る
に
は
厳
し
い
改
正
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
「
改
正
効
果
」
ど
の
位
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

ま
た
、
幹
線
系
の
赤
字
列
車
の
廃
止
及
び
フ
ィ
ー
ダ
ー
列
車
の
統
廃
合
な
ど
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
施
策
を
続
け
て
い
く
の
か
。

ＪＲ各社の２０１７年末一時金回答
ＪＲ貨物会社に、組合は、18年連続する「ベアゼロ」や手当の削減などにより、一時金

を生活費に充当する割合が高くなっている。毎年繰り返される労働者犠牲の施策で社員

達の士気は低下する。社員が将来に希望がもてる会社とするためにも、満額回答で応え

るべきであると強く申し入れた。


